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東京電力 HD㈱福島第一原子力発電所における汚染水処理二次廃棄物の模擬廃棄物の焼結固化体に関す

る浸出性評価を行った。模擬スラッジや模擬廃吸着材の焼結固化体に関して、一定時間毎に浸出液（脱イ

オン水）を交換する ANS 標準浸出試験を行い、浸出性を評価した。 
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1. 緒言 本研究は、東京電力 HD(株)福島第一原子力発電所で実施されている汚染水処理システムから発生

している多種多様な廃棄物の廃棄体化方法の選定に向け、焼結による廃棄物の固化の適用性評価に必要な

データの取得を目的とする。種々の模擬廃棄物の焼結固化物を作製し、模擬廃棄物の焼結固化体（以下、

固化体）のうち外観、圧縮強度、焼成温度、添加助剤量を考慮して選定した固化体の浸出特性を評価した

ので報告する。 

2. 実験 浸出試験は ANS 標準浸出試験法マニュアル[１]に基づき実施した。浸出容器に固化体を配置し、

浸出液体積(cm3)／固化体表面積(cm2)=10 cm となるように浸出液を加えた。固化体に供した模擬廃棄物は鉄

共沈スラリー、炭酸塩スラリー、ゼオライト、ケイチタン酸の 4 種類とした。浸出液には脱イオン水を用

い、浸出液を一定時間毎に全量交換し、浸出液中の対象元素を測定した。浸出容器は恒温槽中で温度 25℃

に保持した。浸出液は最初に浸出液を加えた後より 5、13、24、48、72、96、120 時間後にそれぞれ交換し、

ICP-MS による測定を行った。 

3. 結果・考察 試験した固化体の浸出特性を一般化するため、

廃棄物固化体の浸出性評価に広く用いられている規格化浸出率

(R)を算出した[2]。規格化浸出率は（1）式により算出した。 

  

                         

αT：元素浸出量の総和 (µg) A0：固化体の元素含有量 (µg) 

WS：固化体の重量 (g)    SS：固化体の表面積 (cm2) 

T ：浸出期間 (day) 

各固化体における規格化浸出率を図 1 に示す。炭酸塩スラリーの Sr は 10-3桁と高い浸出性を示したが、

鉄共沈スラリーの Co、Eu は 10-7桁と極めて低い浸出性を示した。また、ゼオライト、ケイチタン酸の Cs、

鉄共沈スラリーの Ni は 10-6～10-4桁とガラス固化体からの Cs 浸出と同等レベルの浸出性を示した。 
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図 1 各固化体の規格化浸出率 

※この成果は、経済産業省／平成 26 年度補正予算「廃炉・汚染水対策事業費補助金(固体廃棄物の処理・処分に関する研究開発)」で得られたものである。 
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